
�

年　頭　所　感

　　明けましておめでとうございます。年頭にあた
り謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　さて、昨年は、３．１１東日本大震災を始め、台
風１２号、さらにはタイの洪水によって、国土と産
業が甚大な損害を被りました。さらに、急激な円
高は国内生産継続の危機ともいえる状況を招き、
日本のものづくりのあり方が問われた一年であっ
たと思います。現在に至るまでその状況は続いて
おりますが、ものづくりの今後の方向性は、やは
り産業の空洞化防止と海外市場開拓への注力にあ
ります。優れた技術を統合・活用し日本の事情に
合わせて洗練し、新たな価値の創造に基づくブラ
ンド力と競争力に優れた製品を作り上げ、国内生
産の継続を図ること、市場のニーズに見合う適切
な品質と価格の製品を生産・供給面において然る
べき形で提供していくグローバル展開のための態
勢を固めること、その両者をいかにバランスよく
進めていくのか、が重要なポイントになると考え
ます。
　名古屋市工業研究所は、従来から企業の方々が
日常の製造現場において直面する様々な課題・ト
ラブルを迅速に解決することのお手伝いを主要な
業務として捉え、それを可能とする技術力の向上
に努めてまいりました。技術相談や試験分析、必
要に応じての受託研究などの主要業務は、企業を
技術支援する公設試の基本機能であり、そのため
にこれまで当所が培ってきた計測評価技術等の熟

成は、それ自体が重要な成果ともなっています。
もちろん、そうした取り組みの中で、新たな技術・
製品のシーズとなるものも生まれており、企業と
の協働の下、目に見える成果として結実したもの
もあります。今後は、このような新技術・新製品
開発の実績にさらなる成果を積み上げ、独創性と
ブランド力の高い新たな価値創造に協力していく
ことが求められています。新規開発課題の掘り起
こしのため努力を重ねるとともに、企業における
新事業展開や企業連携のため積極的に貢献したい
と考えております。
　名古屋市は昨年、名古屋市産業振興ビジョンを
策定し、今後５年間の産業振興の基本方針を定め
ました。それに基づき、名古屋市工業研究所も基
本方針と第３期中期目標・計画を定めていますが、
上述した取組みがその内容の中に具体的にまとめ
られています。主として、四つの使命（課題解決、
新製品・新技術開発、新産業進出、ものづくり人
材育成）の下、五つの指定分野（機能性･軽量部素
材、環境対応技術、ＣＡＥ、信頼性技術、ＩＣＴ）で
の集中的取組みと成果を追求するものです。産業
振興につながる効果的な技術支援を強化するため、
現場重視と機動性向上に向けた組織再編も進めて
まいります。皆様のご助言、ご協力をいただきな
がら、使命遂行の実を上げてまいりたいと存じま
す。
　本年もなにとぞよろしくお願いいたします。

所長　濱田　幸弘　



　誘導結合プラズマ発光分光分析（ＩＣＰ－ＡＥＳ）は

試料溶液をプラズマ中に導入した際の発光を利用

する分析方法です。共存元素の妨害を受けにくく、

微量成分の定量分析に向き、汎用性が高く、ＪＩＳ

などの規格にも積極的に採用されています。当所

では、平成２１年度中部イノベーション創出共同

体・研究開発環境支援事業「循環型社会を支える

環境調和型材料の分析評価技術の確立」の実施に

より、平成２２年度に新たなＩＣＰ発光分光分析装置

（写真）を導入し、その運用の拡大に力を注いでい

ます。

ＩＣＰ 発光分光分析装置

　 東海地方は自動車産業をはじめとした機械産

業の他、その部材として多用される金属やセラ

ミックスなどの無機化学産業も盛んな地域です。

こうした無機材料の成分分析では蛍光Ｘ線分析法

が有効な手段の一つですが、正確な分析値を知る

には、サンプルを水溶液化しＩＣＰ発光分光分析な

どの分析装置を用いて定量を行う湿式分析が推奨

されます。しかしながら、セラミックスの湿式分

析では、試料を水溶液化するための前処理が煩雑

で時間もかかるため、外部からの依頼分析を請け

負う企業や団体が限られていたり、試験料金が高

いなどの問題があります。

　このような背景の中、当所材料応用化学研究室

では、セラミックス等の分析技術拡充を進めてい

ます。依頼試験として、ジルコニア（酸化ジルコ

ニウム）の湿式法による定量分析を行っています。

　ジルコニアの湿式分析法の規格は、ＪＩＳに「ＪＩＳ

 Ｒ２０１２　ジルコン－ジルコニア質耐火物の化学分

析法」があり、①フッ化水素酸を用いる分解法、

②アルカリ融解による分解法の二種類の前処理法

が記載されています。しかしながら、①に関して

はフッ化水素酸を用いるため、ケイ素の分析が不

可能であり、②に関してはアルカリを用いるため

ナトリウム、カリウムの分析が不可能であると

いった問題点があります。一方、日本セラミック

ス協会規格「ＪＣＲＳ１０７－２００２ファインセラミック

ス用ジルコニア微粉末の化学分析法」には、これ

らの問題が無い、硫酸－硝酸による加圧酸分解の

前処理法が記載されていて、当研究室ではこの前

処理法を用いてジルコニア中の様々な元素の定量

分析を行っております。

　本法では分析対象元素をナトリウム、マグネシ

ウム、アルミニウム、ケイ素、カリウム、カルシ

ウム、チタン、鉄、ニオブ、ハフニウムと規定し

ていますが、その他の元素についても分析が可能

です。例えば、ジルコニアの機械的性能を向上さ

せる目的で添加されるスカンジウムやイットリウ

ムなどの定量分析も行っています。また、試料は

微粉末と規定されていますが、それ以外のサンプ

ルも時間はかかるものの分解可能で、例えば０．５㎜

厚程度のプレート状のサンプルの分析実績があり

ます。

　今回はジルコニアの分析にスポットを当てまし

たが、ＩＣＰ発光分光分析は、セラミックスに限ら

ず、鉄鋼、非鉄金属、水溶液サンプルと様々な試

料中の様々な元素の定量に幅広く適用が可能です。

これらのサンプルについて成分分析をご検討の際

は、お気軽にご相談下さい。

（材料応用化学研究室  柴田信行）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９８８２
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試験紹介 湿式法によるジルコニアの定量分析
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　プラスチックの耐熱性の評価指標としては荷重

たわみ温度試験により求められる熱変形温度、動

的粘弾性測定で求められる動的（貯蔵）弾性率の温

度特性におけるゴム領域の終端温度がありますが、

動的弾性率が時間とともにゆるやかに低下する温

度領域が存在する発泡プラスチックは時間を考慮

した評価が必要です。材料の寿命（ある物性値が半

減する時間）が数万時間である温度を耐熱性の尺

度とするような方法は長時間かかる上、試験途中

のデータを評価対象としていません。そこで、吸

音材、クッション材、シール材、パッキン材とし

て主に使われている連続気泡をもつ軟質ポリウレ

タンフォームについて、動的粘弾性測定により動

的圧縮弾性率の時間変化を求めて、短時間の測定

で可能な耐熱性の評価方法について検討しました。

　縦１３㎜、横１３㎜、

厚さ１０㎜ の四角柱

の試料に対して図１

のように圧縮用の治

具を使用し、下の円

盤状の治具上に試料

を置いてから上の円

盤状の治具を下げ、

試料に静的ひずみを

与えた状態で動的圧

縮弾性率Ｅ'を求めました。図２は軟質ポリウレタ

ンフォームにおける動的圧縮弾性率の時間変化で

す。温度が高くなるほど動的圧縮弾性率の時間に

対する低下率は大きくなり、時間につれて一様に

動的圧縮弾性率が減少していきます。これは軟質

ポリウレタンフォームが図３に示すように空孔率

が９０％以上の気泡膜が連通した連続気泡であり、

圧縮荷重を受けたときの抵抗はスケルトン（骨格）

の変形に対する抵抗のみで、硬質ポリウレタン

フォームのような独立気泡の内圧による抵抗を受

けなく、動的圧縮弾性率が速く減少していきます。

　図２から測定開始時間から動的圧縮弾性率が

５０％低下する時間をｔ５０  ｍｉｎとして絶対温度の逆

数とその時間の対数との関係である温度寿命線図

（アレニウスプロット）を作成したところ、両者は

次式に示すような相関係数０．９７５の良好な直線関

係になりました。

　 Ｌｏｇｔ５０  ＝６８８０／Ｔ－１２．３

　この式から動的圧縮弾性率が５０％低下するまで

の時間を設定して温度を求めることにより耐熱性

の評価ができます。　

　現在当研究室では、発泡プラスチック、ゴムな

どの軟質材において動的粘弾性測定から求められ

る動的弾性率、損失正接の温度特性が昇温速度に

より温度方向に移動することを利用した、断熱性

の評価技術の開発に取り組んでいます。動的粘弾

性測定に関してのご相談、測定依頼がございまし

たらお気軽にお問い合わせください。

（生産加工研究室　足立 廣正）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９８６４
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技術解説 動的粘弾性測定による耐熱性の評価

図１  測定装置の治具

図２ 動的圧縮弾性率の時間変化（周波数
１０Ｈｚ，サンプリング時間間隔１ｍｉｎ，静的ひず
み２５％）

図３  断面写真
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　工業研究所および�名古屋産業振興公社は、当

地域の企業の皆様に役立つ技術情報を発信し、ま

た企業間、工業研究所職員との交流を深めていた

だくため【プラズマ技術】【工業技術グランプリ】

【熱とエネルギー対応技術】について「ものづくり

交流フォーラム」を開催いたします。

　参加費は無料です。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

１　開催日時

　平成２４年２月１５日（水）～１６日（木）

２　会場　

　名古屋市工業研究所　ホール・展示場他

３　講演内容

　２月１５日　９：１５～

【プラズマ技術講演会：進化するトライボコー

ティング技術～先進プラズマコーティング～】

　・「進化するスーパーＤＬＣコーティング技術」

　　（依頼講演）

　　　　豊橋技術科学大学　電気・電子情報工学系

　　　　　　　　　教授　滝川浩史　氏

　・「硬質薄膜トライボコーティングの最近の動

　　向」（依頼講演）

　　　ナノコート・ティーエス株式会社

　　　　　代表取締役社長　熊谷　泰　氏

　２月１５日　１３：３０～

　【工業技術グランプリ】

　・「工業技術グランプリ表彰式」

　・「工業技術グランプリ優秀開発事例発表会」

　・「どうする？日本のものづくり」（記念講演）

　　　　　　関ものづくり研究所　　

　　　　　　　　　　代表　関　伸一　氏

　２月１６日　９：３０～

　【熱とエネルギー対応技術講演会】

　・「熱設計の課題と工業研究所の取り組み」　

　　　電子計測研究室　研究員　梶田　欣

　・「熱・温度に関する材料物性評価技術の開発」

　　電子計測研究室　研究員　高橋　文明

　・「電子材料を中心とした各種熱分析実験事例」

　電子機器応用研究室　研究員　小田　究

　・｢熱シミュレーションによる車載電子部品の

　　性能向上と熱実験」（依頼講演）

　株式会社デンソー電子技術２部　　　　　

　　技術企画室　担当係長　篠田　卓也　氏

　２月１６日　１３：００～

　【熱とエネルギー対応技術講演会】

　・「サステナブルモビリティとスマートコミュ

　　ニティ」（依頼講演）

　　　　　　トヨタ自動車株式会社　技術統括部

　　　担当部長　岡島博司　氏

　・「燃料電池や二次電池のための材料開発と評

　　価事例」　

　　　　　　電子機器応用研究室　主任研究員

　　　　　　　　　　宮田　康史

４　ポスター、工業技術グランプリ事例、電気自

　　動車展示、オープンラボ

　　・当所の重点研究、技術シーズのポスター発

表、工業グランプリ事例の展示を行います。

　　・「イーブイ愛知株式会社」による電気自動

車の展示を行います。

　　　また、２月１６日には、研究室を見学いただ

くオープンラボを行います。

５　問い合わせ先

　　�名古屋産業振興公社　工業技術振興部

　　情報交流課

　　ＴＥＬ：（０５２）６５４－１６８３（直通）

　　ＦＡＸ：（０５２）６６１－０１５８

　　ホームページ

　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｉｐｃ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/ｋｏｕｇｙｏｕ/

注）イベントの詳細は上記ホームページをご覧下

さい。


